
 

 

児童・生徒を支援するための 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省の調査によると、依然として不登校の児童・生徒の数は 

増加傾向にあります。不登校については、特定の子供に特有の問題がある 

ことによって起こるのではなく、どの子供にも起こりうることとして捉え、 

関係者は不登校の状況になった児童・生徒への理解を深める必要があります。 

同時に、不登校が継続することは、本人の進路や社会的自立のために望ましい 

ことではなく、その対応策の検討が求められています。 

東京都教育委員会では、全ての児童・生徒の豊かな学校生活の実現や社会的自立に向けて、 

先生方が適切に組織的な支援ができるよう、国の最新の研究結果を踏まえ、専門家、学校現場の

先生方の協力を得て、「児童・生徒を支援するためのガイドブック」を作成しました。 

不登校が生じない 

魅力ある学校づくり 
「不登校数の捉え方」、「居場所

づくり」と「きずなづくり」 

不登校状態が長期化して 

いる児童・生徒への支援 

専門家や関係機関と連携した

支援体制の構築 

本書の主な構成 

適切なアセスメント 

による早期支援へ 
「アセスメント」と、「支援シ

ート」を活用した組織的な対

応 

★アセスメントの項目として、「身体・健康面」「心理面」「社会・環境面」の三
つの観点からそれぞれ着目点を示しています。 

★アセスメントの項目を選択して入力できる「支援シート」フォーマットが付属
されています。 
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【学校における支援の三つの段階】 

１ 本書の構成と活用の仕方 

２ 不登校が生じない魅力ある学校づくり 

「不登校数の捉え方」、「居場所づくり」と「きずなづくり」 
～「第Ⅱ章 不登校が生じない魅力ある学校づくり」より～ 

 

「不登校を減らすための取組」と言うと、一般的には「不登校児童・生徒を学校に復帰させる

取組」を連想しがちですが、「不登校を減らすための取組」の推進には、新規数の抑制を図るこ

とが大切です。新規数を抑制するためには、全ての児童・生徒が学校（学年・学級）を魅力ある

場所と感じられるようにする「未然防止」の取組を進める必要があります。 

「学校における支援の三つの段階」と「支援内容の紹介」 
～「第Ⅰ章 本書の特徴と活用について」より～ 

２ 

次の図は、学校における不登校への支

援を三段階で示しています。 

 日常から不登校の未然防止に努める

とともに、校内で気になる児童・生徒が

いる場合、以下のどの段階にいるのかを

確認し、支援を行っていく必要がありま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【支援内容の紹介】 

 

 

先生方は、日々、児童・生徒にとって

「魅力ある学校・学級づくり」を目指し

て教育活動に取り組んでいることでし

ょう。その願いや思いをより実現させる

取組の一つとして、教職員による「居場

所づくり」と児童・生徒自身による「き

ずなづくり」を意識した教育活動が挙げ

られます。 

全ての児童・生徒

の「心の居場所」

となる学校 

全ての児童・生徒

の「きずなづくり

の場」となる学校 

児童・生徒が、主体的に取り組む

活動を通し、自らが「きずな」を

感じ取り、紡いでいく。 

【教職員は場と機会の設定】 

教職員が、児童・生徒が安心でき

る、自己存在感や充実感を感じら

れる場所を提供する。 

【安心安全な学校づくり】 

【安心・安全な学校づくり】 

そのために 

そのために 

本書は、左ページの「学校における支援の三つの段階」でそれぞれの段階に必要な支援の在り

方を各章で紹介しています。また、各章の内容は相互に関連しています。 

児童・生徒の実態に合わせて必要なページを参考にし、不登校対策に役立ててください。 
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５ 不登校が長期化している児童・生徒への支援 

★本書のデータは、東京都教育委員会のHPや、「マイ・キャリア・ノート」から

ダウンロードできます。各学校や地域の実態に合わせて、活用してください。 

～「第Ⅴ章 不登校が長期化している児童・生徒への支援」より～ 

専門家や関係機関と連携した支援体制の構築 

不登校による欠席が長期化している児童・生徒は、自分が学校へ行かない間に友達が成長し

たり、授業が難しくなっていたりすることに加え、先生も自分のことを忘れているのではない

かという不安を強くもっています。その一方で、多くの場合「変わりたい」「学びたい」「将

来のため、前に進みたい」という気持ちも併せもっています。 

本書では、不登校が長期化している児童・生徒や保護者との関わり方や関係機関との連携等

について記載しています。学校・家庭・社会が不登校児童・生徒に寄り添い、共感的理解と受

容の姿勢で支援を続けることで、信頼関係を構築し、社会性や人間性の伸長、社会的自立への

支援を行うことが重要です。 

 

 
各学校では、これまでも、不登校の児童・生徒が卒業した際に、在学中の出席状況や支援の経

過等を進路先に引き継いできました。同様に、卒業後、進学や就労をせず、在宅している卒業生

についても、社会から孤立させないために、情報を区市町村の福祉関係部署と共有してきたこと

でしょう。 

本書で紹介した「支援シート」等、在学中の生徒の様子や長所、また、本人、保護者の思いや

願いなど、貴重な情報が記載されている資料は、進路先等にとっても大切な情報となります。自

校で蓄積した支援の状況をはじめ、不登校児童・生徒の情報は、取扱いに十分注意し、保護者の

同意を得た上で、確実に進路先等に引き継ぎ、必要な支援が継続されるようにしましょう。 

１ 出会いを大切にする ～学年・学期始めに～ 

２ 本人又は保護者と話をする ～じっくりと関わる～ 

３ 本人又は保護者と会えない・連絡が取れない ～まず確認しよう～ 

４ 学校内で学ぶ・育つ ～学校の安心・安全・楽しさを感じる～ 

５ 学校外の関係機関で学ぶ・育つ ～ゆっくり外の世界とつなぐ～ 

６ 家庭で学ぶ・育つ ～安心できる場所からのスタート～ 

７ 自分に合った道筋・歩幅で歩む 
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多角的に不登校の状況や要因、背景を捉える～「身体・健康」「心理」「社会・環境」面から捉える～ 

★本書でいう「身体・健康面」の「健康」とは、「第Ⅲ章 アセスメント」に示すような、児童・生徒の状況を把握するための着目点のうち、

心身の健やかさや病気の有無等に関する着目点をまとめる意図で独自に定義付けるものであり、WHO（世界保健機関）による「健康」の

定義とは異なります。 

「アセスメント」と、「支援シート」を活用した組織的な対応 

～「第Ⅲ章 アセスメント」「第Ⅳ章 早期支援」より～ 

 

「アセスメント」とは、支援の対象となる児童・生徒の情報の収集・分析を行い児童・生徒の

状況を把握することです。「支援シート」は、支援に関する情報を集約し、組織的に支援を行う

ため、複数の関係者により作成するものです。また、アセスメントは、児童・生徒の状態の全体

像をつかむための基本的な情報であるため、複数回アセスメントを実施した場合は、その推移を

記載しておくと、一目で児童・生徒の傾向を把握することができます。 

本書では、アセスメントを活用した支援シートを紹介します。 

３ 適切なアセスメントによる早期支援 

支援シートを活用することで、不登校の児童・生徒の支援に必要な情報を集約し、それに基づ

く支援計画を学校内や関係機関で共通理解し、さらに、そのシートを校種間で適切に引き継ぐこ

とによって継続的に多角的な視野に立った指導体制が構築できるようになります。 

４ 

本書では、医学や心理学の領域で使われている生物学、心理学、社会学的観点から多面的・多

層的に捉え、対処しようとする「生物・心理・社会モデル」を参考に、児童・生徒の状況を教育

関係者に分かりやすい「身体・健康面（＊）」「心理面」「社会・環境面」という三つの大きな

観点から捉え、児童・生徒の不登校の要因や、本人のもつ良さを把握し、支援につなげる考え方

を示しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援シート 

付属している電子版の「支援シート」は

表計算ソフトで作成します。 

現在の状況・様子については、該当する

ものを選んでクリックして入力できま

す。 

５ 

入力の手順（「支援シート使い方ガイド」も参照してください。） 

① 氏名や学年、出席日数など、必要事項を入力する。 

② アセスメントの三つの観点とそれぞれの着目点から、「現在の児童・生徒の様子」で該当するものを

入力する（着目点にない特徴等は、必要に応じて手入力する。）。 

③ 登校支援会議等で話し合い、決定した支援内容や方法について入力する。 
④ 保護者面談や引継ぎの資料として活用する。 

※全ての欄に必ず入力する必要はありません。 

４ アセスメントの項目と支援シートの入力 

アセスメントの項目 

「身体・健康面」「心理面」「社会・

環境面」の三つの観点からそれぞれ

着目点を示しています。対象となる

児童・生徒を観察し、「現在の状況・

様子」から該当するものを選び、支

援シートに入力することができま

す。 


